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東
京
都
医
師
会
は
７
月
13
日

（
火
）
に
定
例
記
者
会
見
を
開
催

し
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
な
ど
に

つ
い
て
の
見
解
を
示
し
た
。

尾
﨑
治
夫
会
長
は
「
ま
だ
有
効

な
治
療
薬
が
な
い
た
め
、
積
極
的

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

進
め
て
い
く
し
か
方

法
が
な
い
の
で
は
な

い
か
。
ワ
ク
チ
ン
の

総
量
は
十
分
確
保
し

て
い
る
と
国
が
保
証

し
て
い
る
の
で
、
焦

ら
ず
着
実
に
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
て
ほ
し

い
。
そ
し
て
引
き
続

き
人
流
を
抑
え
て
感

染
者
を
増
加
さ
せ
な

い
こ
と
が
重
要
だ
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
期
間
中
は
家
で
競

技
を
観
戦
し
て
も
ら

い
、
人
流
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
有

効
な
感
染
対
策
に
な

る
。『
ス
テ
イ
ホ
ー

ム
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
を
徹
底
し
、

感
染
防
止
に
つ
な
げ
た
い
。ま
た
、

今
後
社
会
経
済
活
動
を
広
げ
て
い

く
た
め
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
証

明
と
抗
原
検
査
陰
性
証
明
の
活
用

を
同
時
に
広
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
」
と
述
べ
た
。

猪
口
正
孝
副
会
長
は
「
高
齢
者

の
感
染
は
抑
え
ら
れ
て
い
る
が
、

50
代
の
重
症
患
者
数
が
増
え
て
い

る
。
40
〜
60
代
も
ワ
ク
チ
ン
を

し
っ
か
り
接
種
す
る
こ
と
、
か
つ

感
染
防
御
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と

が
重
要
だ
。
20
〜
40
代
の
入
院
患

者
の
割
合
も
増
え
て
き
て
お
り
、

１
日
あ
た
り
の
感
染
者
数
が
増
え

て
い
る
の
で
、
入
院
の
調
整
が
逼

迫
し
始
め
て
い
る
状
況
だ
」
と
述

べ
た
。

⻆
田
徹
副
会
長
は
「
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
希
望
す
る
高
齢
者
に
対
し

て
は
、
７
月
中
に
接
種
を
完
了
で

き
る
見
込
み
だ
。
個
別
接
種
、
集

団
接
種
、
職
域
接
種
な
ど
接
種
機

会
が
増
加
し
た
た
め
現
時
点
で
は

ワ
ク
チ
ン
の
需
要
と
供
給
が
不
安

定
だ
が
、
接
種
希
望
者
分
の
ワ
ク

チ
ン
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
、

焦
ら
ず
に
順
番
を
待
っ
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

平
川
博
之
副
会
長
は
「
高
齢
者

の
新
規
陽
性
者
数
は
減
少
し
て
き

て
い
る
。
副
反
応
の
心
配
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
現
場
感
覚
と

し
て
は
ワ
ク
チ
ン
は
心
強
い
味
方

で
あ
り
、
従
来
の
介
護
ケ
ア
を
再

開
す
る
た
め
に
も
積
極
的
な
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

黒
瀨
巌
理
事
は
「
社
会
経
済
活

動
の
活
性
化
に
向
け
て
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
証
明
と
抗
原
検
査
陰
性
証

明
の
併
用
が
望
ま
れ
る
。
６
月
末

に
は
、
飲
食
店
な
ど
へ
の
入
店
前

に
抗
原
検
査
を
受
け
て
も
ら
い
、

陰
性
を
証
明
す
る
シ
ス
テ
ム
『
東

京
コ
ロ
ナ
パ
ス
（
仮
称
）』
の
実

証
実
験
を
行
っ
た
。
感
染
者
で
は

な
く
、
サ
イ
レ
ン
ト
・
ス
プ
レ
ッ

ダ
ー
（
周
囲
に
感
染
さ
せ
る
可
能

性
の
高
い
無
症
状
者
）
を
発
見
し

て
、
感
染
拡
大
を
予
防
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ワ
ク
チ
ン
を
打
て
な

い
人
な
ど
に
も
東
京
コ
ロ
ナ
パ
ス

（
仮
称
）
を
活
用
し
て
も
ら
い
、

経
済
活
動
の
再
開
に
つ
な
げ
た

い
」
と
述
べ
た
。

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
徹
底
を

都
内
の
感
染
状
況

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況

高
齢
者
の

ワ
ク
チ
ン
接
種

東
京
コ
ロ
ナ
パ
ス
（
仮
称
）
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東
京
商
工
会
議
所
は
７
月
８
日

（
木
）、
中
小
企
業
を
対
象
に
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ

ク
チ
ン
の
共
同
接
種
を
開
始
し

た
。
９
月
末
ま
で
に
約
２
万
人
へ

の
接
種
を
予
定
し
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
が
大
き
い
飲
食
関
連

や
宿
泊
、
観
光
業
の
従
業
員
な
ど

を
優
先
的
に
実
施
し
て
い
る
。

東
京
都
医
師
会
は
、
東
京
都
歯

科
医
師
会
、
東
京
都
薬
剤
師
会
、

東
京
都
看
護
協
会

と
と
も
に
「
東
京

ワ
ク
チ
ン
チ
ー

ム
」
を
結
成
し
て

医
療
従
事
者
の
派

遣
協
力
を
行
っ
て

お
り
、
初
日
に
は

接
種
会
場
の
東
京

商
工
会
議
所
に
お

い
て
結
団
式
が
開

催
さ
れ
た
。

中
小
企
業
を
対
象
に
し
た
ワ
ク
チ
ン
共
同
接
種
に

東
京
ワ
ク
チ
ン
チ
ー
ム
を
派
遣

https://www.tokyo.med.or.jp/24083

　
東
京
都
医
師
会
で
は
、
医
療
機
関
に
お
い
て
患
者
さ
ん
に
配
布
で
き
る

よ
う「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
収
束
さ
せ
る
た
め
に
」を
作
成
い

た
し
ま
し
た
。
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

新型コロナウイルス感染症を
収束させるために

接種の様子

国
民
の
誰
も
が
一
定
の
自
己
負

担
に
よ
り
本
当
に
必
要
と
さ
れ
る

医
療
が
受
け
ら
れ
る
「
国
民
皆
保

険
制
度
」
が
１
９
６
１
年
に
確
立

さ
れ
て
か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど
60

年
、
人
間
で
言
え
ば
還
暦
の
節
目

を
迎
え
た
。
こ
の
間
、
時
代
の
変

化
に
合
わ
せ
て
変
革
を
重
ね
て
き

た
結
果
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
平

均
寿
命
や
極
め
て
優
れ
た
保
健
医

療
水
準
を
実
現
し
、
高
い
国
際
的

評
価
を
受
け
て
い
る
。
こ
う
し
た

国
民
皆
保
険
制
度
は
、
国
民
の
健

康
と
生
命
の
維
持
に
不
可
欠
な
社

会
基
盤
で
あ
り
、
今
後
も
堅
持
す

る
こ
と
は
国
民
の
一
致
す
る
願
い

だ
。こ
の
国
民
皆
保
険
制
度
の
下
、

公
的
保
険
の
保
険
者
か
ら
医
療
機

関
に
支
払
わ
れ
る
医
療
行
為
の
対

価
が
診
療
報
酬
で
、
我
が
国
で
は

個
々
の
診
療
行
為
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
点
数
を
設
定
し
、
そ
れ
を
積

み
上
げ
て
診
療
報
酬
を
算
出
す
る

「
出
来
高
払
い
制
度
」
を
基
本
と

し
て
き
た
。

超
高
齢
社
会
の
な
か
で
か
か
り

つ
け
医
は
、
自
身
の
専
門
領
域
の

み
な
ら
ず
多
様
な
疾
病
を
抱
え
る

高
齢
患
者
の
た
め
に
、
急
速
に
進

歩
す
る
医
療
技
術
・
知
識
を
習
得

し
、
こ
れ
ら
を
適
切
に
組
み
合
わ

せ
て
実
践
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
、
平
時
に
お
い
て

は
一
人
ひ
と
り
の
患
者
に
じ
っ
く

り
と
向
き
合
い
、
最
善
の
医
療
を

懇
切
丁
寧
に
提
供
で
き
る
「
余
裕

あ
る
診
療
体
制
」
へ
と
生
ま
れ
変

わ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
本
当
の
意
味
で
の
「
か
か
り

つ
け
医
機
能
」
が
強
化
・
促
進
さ

れ
る
診
療
報
酬
体
系
へ
と
進
化
す

る
た
め
に
は
、
出
来
高
払
い
制
度

の
抜
本
的
な
見
直
し
も
含
め
た
公

的
医
療
保
険
制
度
の
改
革
が
欠
か

せ
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
、
現
下
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
逼
迫
し
た
医
療
現
場
の
状
況

は
、
次
世
代
医
療
の
あ
る
べ
き
姿

を
多
角
的
な
視
点
か
ら
再
検
討
す

る
必
要
性
を
我
々
医
療
者
に
突
き

つ
け
て
い
る
。
国
民
の
健
康
と
生

命
を
守
る
医
療
体
制
を
揺
る
が
す

新
興
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

は
、
国
家
の
危
機
（
国
難
）
と
捉

え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
衆
目
の

一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
つ

来
襲
す
る
か
知
れ
な
い
国
難
か
ら

国
民
を
守
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
国

防
・
安
全
保
障
機
構
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

平
時
の
医
療
環
境
を
健
全
に
保
ち

つ
つ
、「
医
療
安
全
保
障
」
を
基

本
概
念
と
し
て
、
い
か
な
る
国
難

に
対
し
て
も
柔
軟
で
弾
力
的
な
対

応
が
で
き
る
確
固
と
し
た
医
療
体

制
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
向
け
た
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
こ
の
最
優
先
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
有
事
に

お
い
て
も
十
分
対
応
可
能
な
「
伸

び
し
ろ
の
あ
る
地
域
医
療
構
想
」

に
方
向
転
換
し
、
更
に
こ
れ
を
拡

充
さ
せ
る
た
め
の
診
療
報
酬
体

系
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
肝

要
だ
。

国
民
皆
保
険
制
度
が
還
暦
を
迎

え
、
コ
ロ
ナ
禍
の
出
口
が
う
っ
す

ら
と
見
え
て
き
た
今
こ
そ
、
新
時

代
に
相
応
し
い
社
会
保
険
診
療
報

酬
体
系
に
つ
い
て
活
発
に
議
論

し
、全
国
に
提
言
し
て
い
き
た
い
。

�

（
黒
瀨�

巌
）

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
新
し
い
診
療
報
酬
体
系
の
確
立
に
向

け
た
幅
広
い
議
論
と
提
言
を
東
京
都
か
ら
！

還
暦
を
迎
え
た

国
民
皆
保
険
制
度
と

新
時
代
の
社
会
保
険
診
療

地区医師会長
連絡協議会報告

令和3年7月16日（金）

い
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
る
。
供
給

不
足
や
配
分
に
関
す
る
問
題
も
多

い
が
、
９
月
末
ま
で
に
は
希
望
者

が
２
回
接
種
で
き
る
数
の
ワ
ク
チ

ン
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
、
希

望
者
へ
の
接
種
を
で
き
る
だ
け

早
期
に
進
め
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

　

続
い
て
新
地
区
医
師
会
長
の
紹

介
が
あ
り
、
遠
藤
素
夫
会
長
（
神

田
）、内
海
裕
美
会
長
（
小
石
川
）、

渡
邊
英
章
会
長
（
目
黒
区
）、
内

藤
誠
二
会
長
（
渋
谷
区
）、
渡
邉

仁
会
長
（
中
野
区
）、
稲
葉
貴
子

会
長
（
杉
並
区
）、
木
内
茂
之
会

長
（
荏
原
）、西
村
正
智
会
長
（
日

野
市
）、安
井
正
人
会
長
（
慶
應
）、

木
村
剛
会
長
（
日
本
医
科
大
学
）

か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
東
京
都
医
師
会
役
員
職
務

分
担
に
つ
い
て

（
２
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
供
給
見
込
み
等
に
つ
い

て
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
（
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
）
の
今
後
の

供
給
見
込
み
に
つ
い
て
情
報
提
供

が
あ
っ
た
。

（
３
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
促
進
支
援
事
業
に
つ

い
て

　

国
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
個
別
接
種
の
促

進
策
な
ど
が
継
続
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
改
め
て
東
京
都
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

促
進
支
援
事
業
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

（
４
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
関
す
る
連
休
な

ど
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
確
保

へ
の
協
力
依
頼
に
つ
い
て

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
日
で
あ
る

７
月
23
日
を
含
む
７
月
の
連
休
中

に
お
い
て
も
、「
診
療
・
検
査
医

療
機
関
」
に
よ
る
、
診
療
・
検
査

の
実
施
に
つ
い
て
協
力
を
お
願
い

す
る
。

（
５
）
東
京
都
保
険
講
習
事
務
委

託
事
業
の
業
務
内
容
の
変
更
に
つ

い
て

　

保
険
講
習
事
務
委
託
事
業
に
つ

い
て
、
東
京
都
か
ら
業
務
内
容
の

見
直
し
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
っ

た
。
今
後
、
東
京
都
と
協
議
を
行

う
と
と
も
に
、
東
京
都
か
ら
の
指

摘
事
項
に
つ
い
て
地
区
医
師
会
等

と
協
議
し
な
が
ら
、
事
業
内
容
の

見
直
し
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

（
６
）
東
京
都
医
師
会 

医
療
保
険

課
で
開
催
す
る
各
種
講
習
会
に
つ

い
て

　

医
療
保
険
講
習
会
に
つ
い
て
は

事
前
申
し
込
み
に
よ
り
10
月
９

日
、
16
日
、
23
日
の
午
後
２
時
半

か
ら
東
京
都
医
師
会
館
に
お
い
て

開
催
し
、
医
療
保
険
事
務
講
習
会

お
よ
び
労
災
診
療
費
算
定
基
準
・

自
賠
責
保
険
診
療
費
算
定
基
準
・

地
方
公
務
員
災
害
補
償
制
度
の
説

明
会
に
つ
い
て
は
参
集
で
の
開
催

を
断
念
し
、
講
習
会
の
内
容
を
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

（
７
）東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
の
対
応
に
つ
い
て

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
適
正
な
配
分
に
関
す
る
要
望

　

尾
㟢
治
夫
会
長
は
挨
拶
の
中
で

「
東
京
都
医
師
会
の
新
た
な
役
員

が
決
ま
っ
た
（
職
務
分
担
は
３
面

の
と
お
り
）。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
は
、
会
員
の
先
生
方
の
協

力
に
よ
り
思
っ
て
い
た
以
上
に
速

書
に
つ
い
て

�

（
武
蔵
野
市
医
師
会
）

　

武
蔵
野
市
と
武
蔵
野
市
医
師
会

は
、
国
と
東
京
都
に
対
し
、
自
治

体
の
実
態
を
反
映
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
適
正
な

供
給
お
よ
び
配
分
を
求
め
る
要
望

書
を
提
出
し
た
。
自
治
体
に
よ
っ

て
は
ワ
ク
チ
ン
が
不
足
し
、
他
方

で
余
剰
が
出
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
地
域
の
事
情
を
配
慮
す
る
と

と
も
に
、
感
染
が
拡
大
し
て
い
る

地
域
に
多
く
配
分
す
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
促
進
支
援
事
業
に
つ
い

て
、協
力
金
の
申
請
に
際
し
て
は
、

接
種
券
が
貼
付
さ
れ
た
予
診
票
の

写
し
が
必
要
と
な
る
が
、
件
数
も

多
く
、
医
療
機
関
へ
の
負
担
が
大

き
す
ぎ
る
。
な
る
べ
く
簡
便
に
手

続
き
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。
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担当
分野 担当理事 職務内容 担当

分野 担当理事 職務内容

■ 

医
療
情
報

目
々
澤 

肇 

理
事

情報システム、調査研究、各種統計

■ 

医
療
支
援

小
林
弘
幸 

理
事

医療安全対策、医療事故調査制度、精度管理、
健康食品、患者相談窓口（診療情報提供）、医事
紛争、医賠責保険

■ 

地
域
医
療

佐
々
木
　
聡 

理
事

地域医療、保健医療計画、地域医療構想、地域
包括ケア、医師会共同利用施設、介護保険

■ 

経
理

大
坪
由
里
子 

理
事

経理、税務、融資、医師年金

■ 

救
急
・
災
害

新
井
　
悟 

理
事

救急、災害医療、休日全夜間診療、オリンピック・
パラリンピック

■ 

医
療
保
険

黒
瀨
　
巌 

理
事

医療保険、社保・国保審査、支払基金、国保連
合会、自賠責、労災

■ 

救
急
・
災
害

市
川
菊
乃 

理
事

救急、災害医療、休日全夜間診療、オリンピック・
パラリンピック、外国人医療、医療関連職種

■ 

出
版
・
広
報

水
野
重
樹 

理
事

マスコミ対応、都医雑誌・ニュース、都民公開
講座、元気がいいね、健康スポーツ医、産業保健・
産業医

■ 

総
務

蓮
沼
　
剛 

理
事

代議員会・総会、理事会、医道審議会、会長連
絡協議会、各種団体、リハビリ病院、 企画調整、
日本医師会、地区医師会、その他医師会連絡、
会館管理、人事企画、タバコ対策、医業経営、
税制、医療法人、医療廃棄物、開業支援、エコ

■ 

学
術
・
教
育

落
合
和
彦 

理
事

学術講演、倫理委員会、治験、勤務医、生涯教育、
専門医制度、医学振興事業、次世代医師・女性
医師・男女共同参画、医学生教育・啓発、医師
臨床研修制度、周産期救急、母体保護法

■ 
疾
病
対
策

鳥
居
　
明 

理
事

感染症、HIV/AIDS、三・五者協、公害環境衛生、
健（検）診事業、予防接種、母子保健、生涯保健、
特定健診

■ 

医
療
介
護
福
祉

西
田
伸
一 

理
事

地域福祉、高齢者保健福祉計画、地域包括ケア、
在宅医療、精神保健医療福祉 、認知症、多職種
連携、訪問看護ステーション、老健施設、監察
医務、有床診療所

■ 

疾
病
対
策

川
上
一
恵 

理
事

感染症、HIV/AIDS、三・五者協、公害環境衛生、
健（検）診事業、予防接種、母子保健、生涯保健、
小児救急、学校保健、学校医会、幼稚園医、保
育園医

■ 

医
療
介
護
福
祉

土
谷
明
男 

理
事

地域福祉、高齢者保健福祉計画、地域包括ケア、
在宅医療、精神保健医療福祉 、認知症、多職種
連携、訪問看護ステーション、老健施設、病院、
リハビリ医療、地域医療構想

■ 

学
校
保
健

弘
瀨
知
江
子 

理
事

学校保健、学校医会、幼稚園医、保育園医、
難病

副会長職務分担

　■ 猪口正孝 副会長
　■ ⻆田　徹 副会長
　■ 平川博之 副会長

新役員職務分担、代議員会議長・副議長

■ 

猪
口
正
孝 

　 

副
会
長

尾
﨑
治
夫 

会
長

■ 

⻆
田
　
徹

　 

副
会
長

■ 

平
川
博
之

　 

副
会
長

指
田
　
純

代
議
員
会
副
議
長

窪
田
美
幸

代
議
員
会
議
長

稲
葉
貴
子 

監
事

齋
藤
寛
和 

監
事
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東
京
都
医
師
会
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
抗
原
定
性
検
査

を
用
い
て
“
周
囲
に
感
染
さ
せ
る

可
能
性
の
高
い
無
症
状
者
”（
い

わ
ゆ
る
サ
イ
レ
ン
ト
・
ス
プ
レ
ッ

ダ
ー
）
を
発
見
し
入
店
や
参
加
を

自
粛
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
飲
食

店
内
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
内
で
の
感

染
拡
大
を
予
防
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
試
験
的
に
開
始
し
た
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
６
月
30
日
に
新
宿

区
医
師
会
・
新
宿
区
の
協
力
の
も

と
、
顔
写
真
付
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
抗
原
検
査
陰
性
証
明
「
東

京
コ
ロ
ナ
パ
ス
（
仮
称
）」
を
提

示
す
る
こ
と
を
利
用
客
の
入
店
と

従
業
員
の
就
業
の
条
件
と
す
る
こ

と
で
、
サ
イ
レ
ン
ト
・
ス
プ
レ
ッ

ダ
ー
に
よ
る
店
内
感
染
を
防
止
す

る
ト
ラ
イ
ア
ル
が
新
宿
区
立
大
久

保
公
園
で
実
施
さ
れ
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
京
コ

ロ
ナ
パ
ス
（
仮
称
）
を
利
用
し
、

飲
食
店
、
ホ
テ
ル
の
宴
会
、
さ
ら

に
は
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
を

よ
り
効
率
的
に
予
防
し
て
、
社
会

活
動
・
経
済
活
動
の
早
期
再
活
性

化
を
実
現
す
る
こ
と
が
最
終
目
標

だ
。
Ｇ
７
諸
国
を
は
じ
め
と
す
る

欧
米
で
は
す
で
に
、
国
や
州
政
府

の
方
針
と
し
て
抗
原
検
査
に
よ
る

無
症
状
者
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
を
普
及
拡
大
さ
せ
て
お
り
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
記
録
か
ウ
イ
ル
ス
検

査
陰
性
証
明
を
提
示
す
る
こ
と
を

大
規
模
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
す

る
条
件
と
し
て
い
る
国
や
地
域
が

少
な
く
な
い
。

有
症
状
者
の
鼻
腔
か
ら
採
取
し

た
検
体
を
用
い
る
抗
原
定
性
検
査

は
、
同
じ
検
体
を
用
い
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
と
84
・
８
％
の
一
致
率
で
あ

る
こ
と
が
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
病
原
体
検
査
の
指
針

第
４
版
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、
感
染
者
が
保
有
す
る
ウ
イ
ル

ス
量
が
多
い
場
合
の
抗
原
検
査

は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
の
一
致
率
が

よ
り
高
く
な
る
こ
と
が
海
外
で
報

告
さ
れ
て
お
り
、
感
染
者
よ
り
む

し
ろ
サ
イ
レ
ン
ト
・
ス
プ
レ
ッ

ダ
ー
を
発
見
す
る
と
い
う
目
的
に

対
し
て
一
定
の
効
果
を
得
ら
れ
る

検
査
法
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
抗

原
定
性
検
査
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
比

較
し
て
検
査
所
用
時
間
が
短
く
、

検
査
手
技
も
簡
便
で
さ
ら
に
低
コ

ス
ト
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

本
ト
ラ
イ
ア
ル
に
お
け
る
一
連

の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
下
図
に
示

す
通
り
で
、

①�

ス
マ
ホ
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

込
み
、
顔
写
真
を
自
撮
り
し
て

簡
単
・
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
登
録
で

き
る

②�

個
人
情
報
で
あ
る
名
前
・
性
別

や
住
所
な
ど
を
入
力
す
る
必
要

が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、“
な

り
す
ま
し
”や“
譲
渡
”“
転
売
”

を
防
止
す
る

③�

検
体
は
鼻
腔
か
ら
自
己
採
取
す

る
か
ら
簡
便
で
痛
み
な
ど
苦
痛

を
ほ
と
ん
ど
感
じ
な
い

④�

検
体
採
取
か
ら
約
15
分
後
に
は

顔
写
真
付
き
証
明
書
が
ス
マ
ホ

に
送
ら
れ
て
く
る
（
検
体
採
取

後
検
査
場
所
に
留
ま
る
必
要
は

な
く
、
速
や
か
に
お
店
に
向
か

う
の
も
可
能
）

が
特
徴
だ
。

ト
ラ
イ
ア
ル
当
日
は
あ
い
に
く

の
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
催

者
・
共
催
者
や
被
検
者
の
ほ
か
に

マ
ス
コ
ミ
、
地
元
飲
食
店
業
界
、

東
京
都
な
ど
の
関
係
者
が
多
数
参

集
し
た
。
今
回
の
ト
ラ
イ
ア
ル
に

参
加
し
た
店
舗
は
、
新
宿
区
企
画

政
策
課
が
選
定
し
協
力
要
請
し
た

歌
舞
伎
町
内
の
５
つ
の
飲
食
店
で

あ
る
。
被
検
者
と
し
て
店
舗
従
業

員
や
店
の
客
な
ど
合
わ
せ
て
50
名

弱
が
検
査
に
訪
れ
、
ス
マ
ホ
登
録

と
検
体
自
己
採
取
を
行
っ
た
の
ち

そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗
に
向
か
っ
た
。

検
査
を
受
け
た
人
々
は
一
様
に
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
簡
便
さ
に
驚
く

と
と
も
に
、「
陰
性
証
明
を
も
ら

え
て
よ
り
安
心
し
て
飲
食
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
た
」「
今
後
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
拡
大
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、
予

想
以
上
の
好
評
価
だ
っ
た
。

ま
た
、
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
報
道
関
係
の

取
材
も
熱
心
に
行
わ
れ
、
多
く
の

ニ
ュ
ー
ス
や
記
事
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
加
え
て
、
ト
ラ
イ
ア
ル
当

日
に
は
西
村
康
稔
経
済
再
生
担
当

大
臣
が
現
場
を
視
察
し
た
。
大
臣

は
検
査
場
で
自
ら
も
検
査
を
体
験

し
た
上
で
参
加
店
舗
を
訪
問
し
、

さ
ら
に
近
隣
会
議
室
に
場
所
を
移

し
て
意
見
交
換
会
と
記
者
会
見
を

行
っ
た
。
意
見
交
換
会
に
は
西
村

大
臣
の
ほ
か
内
閣
官
房
か
ら
井
上

肇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
推
進
室
次
長
、
吉
住
健
一
新

宿
区
長
、
⻆
田
徹
東
京
都
医
師
会

副
会
長
・
黒
瀨
巌
同
理
事
、
平
澤

精
一
新
宿
区
医
師
会
会
長
、
お
よ

び
地
域
代
表
者
と
し
て
甲
賀
香
織

水
商
売
協
会
代
表
理
事
な
ど
が
参

加
し
、
短
時
間
な
が
ら
活
発
な
討

論
と
情
報
共
有
を
行
っ
た
。

・
強
力
な
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー

と
し
て
期
待
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
促
進

は
国
家
の
最
優
先
課
題
で
あ
り
、

東
京
都
お
よ
び
地
区
医
師
会
は
全

力
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
足
元
で
は
１
日
あ
た
り
約
１
０

０
万
人
を
超
え
る
ペ
ー
ス
で
接
種

可
能
と
な
っ
た
も
の
の
、
希
望
す

る
国
民
全
員
に
接
種
が
行
き
渡
る

に
は
、
今
後
数
カ
月
を
要
す
る
と

予
想
さ
れ
て
い
る
。

・
体
質
そ
の
他
の
理
由
で
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
（
受
け

な
い
と
判
断
す
る
）
国
民
が
一
定

の
割
合
で
存
在
す
る
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。

・
実
際
、
ほ
か
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

先
進
国
を
見
て
も
、
接
種
率
は
概

ね
60
％
を
超
え

る
あ
た
り
か
ら

徐
々
に
頭
打
ち
と

な
る
傾
向
が
見
ら

れ
る
が
、
集
団
免

疫
を
確
実
に
獲
得

し
た
と
は
言
え
な

い
状
況
と
推
定
さ

れ
る
。

・
繰
り
返
す
緊
急

事
態
宣
言
な
ど
に

よ
り
、
多
く
の
都

内
飲
食
店
な
ど
は

経
営
的
に
極
め
て

逼
迫
し
、
営
業
時

間
の
短
縮
や
酒
類

提
供
の
自
粛
を
続

け
よ
う
に
も
続
け

ら
れ
な
い
状
況
に

追
い
込
ま
れ
て
い

る
店
舗
も
少
な
く

な
い
。

・
営
業
時
間
や

サ
ー
ビ
ス
内
容
を

制
限
し
な
く
て
も

感
染
拡
大
を
効
率

的
に
防
止
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
開
発

が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。

意
見
交
換
会
の

参
加
者
一
同
は
、「
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
拡
大
と
東
京
コ
ロ
ナ
パ
ス

（
仮
称
）
の
利
活
用
で
感
染
抑
止

効
果
が
期
待
で
き
る
た
め
、社
会
・

経
済
活
動
を
早
期
に
再
活
性
化
さ

せ
る
た
め
に
有
効
で
あ
ろ
う
」
と

い
う
考
え
方
で
一
致
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録
と
ウ
イ
ル

ス
陰
性
証
明
を
併
用
し
、「
イ
ベ

ン
ト
や
飲
食
店
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー

予
防
を
介
し
て
社
会
・
経
済
活
動

を
活
性
化
す
る
」
と
い
う
目
的
達

成
の
た
め
に
は
、

①�

可
能
な
限
り
個
人
の
費
用
負
担

を
軽
減
し
た
上
で
、

②�

検
査
施
設
を
都
内
各
所
に
展
開

し
て
い
わ
ゆ
る
「
街
角
抗
原
検

査
」
を
普
及
拡
大
し
、

③�

“
い
つ
で
も
”“
ど
こ
で
も
”“
誰

で
も
”
抗
原
検
査
を
受
け
ら
れ

る
体
制
を
早
期
に
確
立
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る

な
ど
の
展
望
が
確
認
さ
れ
た
。
さ

ら
に
⻆
田
副
会
長
か
ら
西
村
大
臣

に
、「
従
業
員
と
利
用
客
が
全
員

ワ
ク
チ
ン
接
種
者
ま
た
は
ウ
イ
ル

ス
検
査
陰
性
者
で
あ
る
飲
食
店
で

は
、
営
業
時
間
短
縮
や
酒
類
提
供

自
粛
の
緩
和
を
行
う
な
ど
経
営
的

な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
設
定
し
て

は
ど
う
か
」
と
提
案
し
た
。

本
ト
ラ
イ
ア
ル
関
係
者
は
、
参

加
飲
食
店
数
を
増
や
す
ほ
か
、
都

内
に
お
け
る
対
象
地
域
を
拡
大
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
ホ
テ
ル
で
の

各
種
宴
会
の
ほ
か
ス
ポ
ー
ツ
や
音

楽
な
ど
の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
で
の

応
用
も
視
野
に
入
れ
、
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。

検査の説明を受ける西村大臣

「
東
京
コ
ロ
ナ
パ
ス（
仮
称
）」に
よ
る
サ
イ
レ
ン
ト・ス
プ
レ
ッ
ダ
ー
の

�

入
店
防
止
を
新
宿
歌
舞
伎
町
で
ト
ラ
イ
ア
ル

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
抗
原
検
査
陰
性
証
明

「
東
京
コ
ロ
ナ
パ
ス（
仮
称
）」の
実
証
実
験
を
実
施

意
見
交
換
の
主
な
内
容
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（
１
）
対
象
と
な
る
医
療
機
関

　

都
内
の
保
険
医
療
機
関
。
た
だ

し
、
開
設
者
が
東
京
都
で
あ
る
も

の
は
除
く
。

（
２
）
対
象
と
な
る
外
国
人

　

外
国
人
の
う
ち
、
都
内
に
居
住

し
、
ま
た
は
勤
務
す
る
者
で
、
公

的
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
も

の
、
ま
た
は
公
的
医
療
扶
助
の
給

付
を
受
け
な
い
も
の
。

（
３
）
対
象
と
な
る
医
療
費

　

外
国
人
の
不
慮
の
傷
病
に
対
す

る
緊
急
的
な
医
療
（
慢
性
疾
患
は

特
に
緊
急
性
を
要
し
た
場
合
に
限

る
）。

（
４
）
対
象
と
な
る
期
間

　

入
院
は
14
日
ま
で
、
外
来
は
３

日
ま
で
。

（
５
）
補
て
ん
額
の
算
定
方
法

　

東
京
都
が
要
件
と
し
て
定
め
た

回
収
努
力
を
行
っ
て
も
な
お
回
収

で
き
な
い
も
の
を
対
象
と
し
、
今

回
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
の
診
療

で
未
収
と
な
っ
た
分
。
算
定
さ
れ

た
医
療
費
補
て
ん
額
は
、
同
一
医

療
機
関
の
同
一
患
者
に
つ
き
２
０

０
万
円
が
上
限
。
た
だ
し
、
当
該

患
者
か
ら
医
療
機
関
が
徴
収
し

た
医
療
費
が
あ
る
場
合
等
は
、
そ

の
額
を
申
請
す
る
補
て
ん
額
か
ら

除
く
。

　

ま
た
、
算
定
方
法
に
よ
り
求
め

た
額
が
東
京
都
の
予
算
額
を
超
え

た
場
合
は
、
予
算
額
の
範
囲
内
で

一
律
に
減
額
の
う
え
医
療
機
関
に

支
払
う
。

（
６
） 

補
て
ん
申
請
受
付
期
間
お

よ
び
支
払
日

　

令
和
３
年
９
月
１
日
か
ら
10
月

６
日
ま
で
を
受
付
期
間
と
し
、
レ

セ
プ
ト
の
審
査
等
を
行
っ
た
上

で
、
令
和
４
年
３
月
頃
に
医
療

機
関
が
指
定
す
る
口
座
に
振
り

込
む
。

（
７
） 

申
請
書
の
手
続
き

　

①
「
令
和
３
年
度
外
国
人
未
払

医
療
費
補
て
ん
金
申
請
書
」、
②

「
令
和
３
年
度
外
国
人
未
払
医
療

費
補
て
ん
金
申
請
内
訳
」、③
「
令

和
３
年
度
外
国
人
未
払
医
療
費
調

査
票
」、
④
「
令
和
３
年
度
外
国

人
未
払
医
療
費
に
係
る
回
収
努
力

の
経
過
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

⑤
「
診
療
報
酬
明
細
書
（
写
し
で

可
）」
を
加
え
た
５
点
の
書
類
を

東
京
都
福
祉
保
健
財
団
へ
郵
送
ま

た
は
直
接
持
参
。
持
参
す
る
場
合

の
受
付
時
間
は
、
午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
月
～
土
曜
日
［
祝
日
を

除
く
］）。
申
請
書
は
次
の
ア
ド
レ

ス
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

https://www.fukushizaidan.
jp/501gaikoku/index.html

●
「
回
収
努
力
」
要
件
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
補
て
ん
分
か
ら
、

「
回
収
努
力
」
に
つ
い
て
、
以
下

の
と
お
り
要
件
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
申
請
書
類
の
記
載
内
容
等

か
ら
回
収
努
力
の
事
実
が
確
認
で

き
な
い
場
合
は
、
補
て
ん
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

（
１
）
未
払
対
象
者
へ
の
督
促
を

複
数
回
行
う
こ
と
。
ま
た
、
少
な

く
と
も
３
カ
月
に
１
度
以
上
、
督

促
を
行
う
こ
と
。
督
促
の
期
間
が

３
カ
月
以
上
空
か
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。

（
２
）
１
回
の
督
促
に
つ
き
、
複

数
の
手
段
（
電
話
・
文
書
・
訪
問

等
）を
用
い
て
督
促
を
行
う
こ
と
。

患
者
の
住
所
、電
話
番
号
の
ほ
か
、

緊
急
連
絡
先
や
勤
務
先
な
ど
の

複
数
の
情
報
を
入
手
し
、
連
絡
が

確
実
に
取
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く

こ
と
。

※
た
だ
し
、
未
払
対
象
者
が
所
在

不
明
で
連
絡
を
取
る
こ
と
が
不
可

能
な
場
合
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

事
情
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
所
在

不
明
等
に
よ
り
、
返
送
さ
れ
た
郵

便
物
等
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

写
し
を
保
管
し
て
お
く
こ
と
。

　
（
公
財
）
東
京
都
福
祉
保
健
財

団
で
は
、「
令
和
３
年
度
外
国
人

未
払
医
療
費
補
て
ん
事
業
」
の
支

払
い
に
関
す
る
事
務
を
東
京
都
か

ら
受
託
し
、補
て
ん
金
の
申
請
を
、

９
月
１
日
（
水
）
か
ら
10
月
６
日

（
水
）
の
間
に
受
け
付
け
ま
す
。

■申請書類の提出先
〒 160-0021 新宿区歌舞伎町 2-44-1　
 東京都健康プラザ 「ハイジア」4階
（公財）東京都福祉保健財団 人材養成部 健康支援室

☎ 03-5285-8001

■ 

申
請
期
間

　
９
月
１
日（
水
）〜

 

10
月
６
日（
水
）

■ 

対
象
と
な
る
診
療
期
間

　
令
和
２
年
４
月
１
日
〜

 

令
和
３
年
３
月
31
日

外
国
人
未
払
医
療
費
補
て
ん
事
業

東
京
都
医
師
会
新
役
員
紹
介

①
生
年
月
日　

②
最
終
卒
業
校　

③
略
歴　

④
趣
味　

⑤
好
き
な
言
葉

理
事

大お
お

 
つ
ぼ坪 

由ゆ

り

こ

里
子 

50� （
内
科
、�

腎
臓
内
科
）

①
昭
和
45
年
９
月
８
日

②
東
京
女
子
医
科
大
学

③
世
田
谷
区
医
師
会
理
事

④
緑
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

⑤
笑
う
門
に
は
福
来
た
る

理
事

水み

ず

 
の野 
重し

げ

 
き樹 

66�

（
内
科
、
脳
神
経

外
科
、
小
児
科
）

①
昭
和
29
年
10
月
３
日

②
帝
京
大
学
医
学
部

③�

板
橋
区
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、

同
会
長
、
同
顧
問

④
ア
ウ
ト
ド
ア

⑤
兼
愛

理
事

市い
ち

 
か
わ川 

菊き

く

 
の乃 

65�

（
耳
鼻
咽
喉
科
、

ア
レ
ル
ギ
ー
科
）

①
昭
和
31
年
６
月
20
日

②
東
京
女
子
医
科
大
学

③�

す
み
だ
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、

墨
田
区
医
師
会
長
、
都
医
代
議
員
会

副
議
長
、
東
京
都
耳
鼻
咽
喉
科
医
会

理
事

④�

陶
芸
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
、

ゴ
ル
フ

⑤�

「
ご
め
ん
な
さ
い
」と「
あ
り
が
と
う
」

が
ち
ゃ
ん
と
言
え
る
こ
と

監
事

齋さ
い

 
と
う藤 

寛ひ
ろ

 
か
ず和 

67�

（
内
科
、�

循
環
器
内
科
）

①
昭
和
29
年
７
月
21
日

②
東
北
大
学
医
学
部

③
小
金
井
市
医
師
会
理
事
、
同
会
長

④
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

⑤
運
も
実
力
の
う
ち

監
事

稲い

な

 
ば葉 
貴た

か

 
こ子 

59�

（
小
児
科
、
内
科
、

呼
吸
器
内
科
、

循
環
器
内
科
）

①
昭
和
36
年
11
月
15
日

②
東
京
女
子
医
科
大
学

③
杉
並
区
医
師
会
副
会
長
、
同
会
長

④�

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
、
ス
キ
ー
、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
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都
医
ニ
ュ
ー
ス
２
号（
昭
和
36
年
２
月
発
行
）を

お
持
ち
の
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い

東
京
都
医
師
会 

広
報
学
術
情
報
課 

☎
０
３-
３
２
９
４-

８
８
２
１

Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
武
蔵
境
駅
で

西
武
多
摩
川
線
に
乗
り
換
え

て
、
一
つ
目
の
新
小
金
井
駅
が

私
の
職
場
の
最
寄
り
駅
だ
。
駅

を
出
て
南
に
向
か
っ
て
住
宅
街

を
20
分
く
ら
い
歩
き
、
は
け
の

坂
を
下
る
と
一
気
に
視
界
が
開

け
て
く
る
。
都
立
野
川
公
園
で

あ
る
。

野
川
公
園
は
も
と
も
と
国
際

基
督
教
大
学
の
ゴ
ル
フ
場
だ
っ

た
と
こ
ろ
で
、
周
囲
に
あ
る
公

園
や
調
布
飛
行
場
な
ど
の
緑
地

を
含
め
た
都
の
「
武
蔵
野
の
森

構
想
」
の
も
と
に
整
備
さ
れ
、

昭
和
55
年
に
開
園
し
た
と
の
こ

と
。
公
園
事
務
所
は
い
か
に
も

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
だ
っ
た
と
思
わ

せ
て
く
れ
る
建
物
で
、
大
芝
生

あ
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
あ

り
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
あ
り
、
と

に
か
く
広
く
て
緑
が
豊
富
だ
。

今
日
は
、
こ
の
公
園
の
北
に

あ
る
野
川
に
沿
っ
た
自
然
観
察

園
を
訪
れ
た
。
木
々
の
間
の
小

道
を
歩
い
て
い
る
と
、
ヤ
マ
ボ

ウ
シ
、
ミ
ゾ
ソ
バ
、
ヘ
ビ
イ
チ

ゴ
な
ど
の
湿
地
に
生
え
て
い
る

草
た
ち
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
観
察
園
の
中
で
も

北
側
は
国
分
寺
崖
線
の
は
け
下

の
た
め
に
湧
水
が
多
く
、
ほ
た

る
池
、
か
が
み
池
、
ま
る
池
が

あ
り
、
観
察
す
る
た
め
の
木
道

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
東
京
の

尾
瀬
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る

ら
し
い
。
木
々
の
中
を
歩
い
て

い
る
と
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
も

聞
こ
え
、
本
当
に
こ
こ
は
駅
か

ら
20
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
か
と
耳

を
疑
っ
た
く
ら
い
だ
っ
た
。

今
日
訪
れ
た
時
は
、
親
子
連

れ
が
野
川
に
入
っ
て
水
遊
び
を

し
た
り
、
芝
生
に
テ
ン
ト
を

張
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
風
景
が

見
ら
れ
た
。
野
川
は
、
春
は
桜

並
木
、秋
は
イ
チ
ョ
ウ
の
黄
葉
、

そ
し
て
、
カ
ル
ガ
モ
や
コ
サ
ギ

な
ど
の
鳥
た
ち
、
運
が
い
い
と

カ
ワ
セ
ミ
に
会
え
る
か
も
。
一

度
遊
び
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

（
小
金
井
市
医
師
会
・
石
川
裕
之
）

161豊
島
区
で
は
５
月
19
日
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

個
別
接
種
を
ス
タ
ー
ト
し
、
集
団

接
種
や
地
域
の
区
民
ひ
ろ
ば
で
の

巡
回
接
種
と
、
順
次
会
場
を
拡
大

さ
せ
な
が
ら
順
調
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

特
に
高
齢
者
接
種
は
、
区
内
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
や
病
院
を
中
心
に
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
ご
近
所
で

日
頃
か
か
っ
て
い
る
お
医
者
さ
ん

で
安
心
し
て
気
軽
に
接
種
で
き
る

「
豊
島
方
式
」
は
、
区
民
の
皆
様

か
ら
大
好
評
で
す
。

豊
島
区
で
は
、
個
別
接
種
を
担

う
豊
島
区
医
師
会
、
ワ
ク
チ
ン
の

小
分
け
・
配
送
を
担
う
豊
島
区
薬

剤
師
会
に
加
え
、
豊
島
区
歯
科
医

師
会
に
よ
り
歯
科
医
師
会
館
で
の

接
種
会
場
を
運
営
し
て
い
た
だ
く

な
ど
、
三
師
会
の
全
面
的
な
協
力

を
い
た
だ
き
、
区
民
の
皆
様
に
安

心
し
て
接
種
し
て
い
た
だ
け
る
体

制
を
確
立
い
た
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
で
あ
る
豊

島
区
で
は
、「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
」
と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本

理
念
を
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
い
て

も
実
現
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な

「
オ
ー
ル
と
し
ま
」
で
の
接
種
体

制
が
実
現
で
き
て
い
る
こ
と
を
大

変
心
強
く
感
じ
る
と
と
も
に
、
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
接
種
を
受
け
る
意

思
は
あ
る
も
の
の
予
約
の
仕
方
が

わ
か
ら
な
い
な
ど
、
い
ま
だ
接
種

の
機
会
が
得
ら
れ
て
い
な
い
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

う
し
た
方
々
へ
の
支
援
と
し
て
、

６
月
１
日
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
の
Ｃ
Ｓ

Ｗ
が
区
民
ひ
ろ
ば
な
ど
で
高
齢
者

の
接
種
予
約
に
係
る
相
談
・
支
援

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

６
月
14
日
か
ら
は
、
64
歳
以
下

の
皆
さ
ん
へ
の
ク
ー
ポ
ン
券
の
送

付
を
開
始
し
、
基
礎
疾
患
を
お
持

ち
の
方
な
ど
か
ら
順
次
接
種
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
本
区
に
お
い
て

は
、
国
の
指
定
す
る
基
礎
疾
患
保

有
者
な
ど
に
加
え
、
障
害
の
あ
る

方
、
ま
た
高
齢
者
な
ど
に
頻
繁
に

接
す
る
介
護
・
障
害
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
職
員
や
、
地
域
の
民
生
委
員

や
町
会
役
員
、
学
校
の
教
職
員
な

ど
に
、
区
独
自
に
優
先
接
種
の
範

囲
を
拡
大
い
た
し
ま
し
た
。
接
種

の
優
先
度
が
高
い
方
に
少
し
で
も

早
く
接
種
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
感
染
症
へ
の
不
安
が
一
日

も
早
く
軽
減
さ
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
７
月
以
降
、
自

治
体
へ
の
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
が

大
幅
に
削
減
さ
れ
、
全
国
の
自
治

体
、
医
師
会
で
大
き
な
混
乱
が
生

じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
も
河
野

大
臣
に
直
接
お
会
い
し
て
自
治
体

や
医
師
会
の
現
状
を
お
伝
え
し
、

少
し
で
も
円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
供
給

が
で
き
る
よ
う
お
願
い
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

東
京
都
や
市
区
町
村
が
連
携
し

て
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
全
力
を
挙

げ
、
東
京
で
の
感
染
拡
大
を
抑
え

る
こ
と
が
日
本
の
コ
ロ
ナ
禍
の
収

束
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
あ

り
ま
す
の
で
、
東
京
都
医
師
会
の

皆
さ
ま
に
は
今
後
と
も
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

オ
ー
ル
と
し
ま
に
よ
る

「
豊
島
方
式
」で
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

 

豊
島
区
長
　
高
野
之
夫

趣 味 の 散 歩

昔ゴルフ場、今は？
野川公園

自然観察園の入り口。この奥には自然があふれてる

　

２
０
２
０
年
３
月
下
旬
、
台
東
区
の
永
寿
総
合
病
院
で
国
内
最

大
規
模
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
院
内
感
染
が
発
生
し
た
。
当

時
は
未
知
の
感
染
症
で
あ
り
先
の
見
通
し
が
全
く
立
た
な
い
中
、

現
場
の
第
一
線
で
奮
闘
し
た
永
寿
総
合
病
院
の
看
護
師
た
ち
の
記

録
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

　

本
書
に
は
随
所
に
漫
画
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は

一
般
大
衆
へ
向
け
て「
い
か
に
大
変
だ
っ
た
か
」を
訴
え
る
も
の

で
は
な
く
、「
手
探
り
の
状
況
で
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
か
」と
い

う
経
験
を
医
療
従
事
者
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
出
勤
停
止
に
対

す
る
人
員
調
整
、
増
加
し
た
業
務
の
分
担
、
毎
日
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
す
る
環
境
で
ど
の
よ
う
に
情
報
を
共
有
し
協
力
体
制
を
築
い

た
か
な
ど
、
感
染
症
の
み
な
ら
ず
自
然
災
害
時
な
ど
の
緊
急
事
態

に
も
活
か
す
べ
き
教
訓
で
あ
る
。

　

こ
の
本
に
は
職
員
同
士
の
協
力
や
、
人
々
の
支
援
が
い
か
に
助

け
と
な
っ
た
か
な
ど
、
著
者
ら
の「
単
な
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
留
ま

ら
ず
、
経
験
全
て
を
共
有
し
て
一
緒
に
感
染
症
と
戦
い
た
い
」と

い
う
意
志
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
感
染
症
と
の
長
い
戦
い

に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
一
冊
と
な
る
だ
ろ
う
。

発
行
▼
医
学
書
院　

価
格
▼
１
９
８
０
円（
税
込
）

永寿総合病院
看護部が書いた
新型コロナウイルス感染症
アウトブレイクの記録
髙野ひろみ、武田聡子、松尾晴美 著

知ってますか？

新型コロナウイルスのワクチンを
自国で購入できない途上国と、高・
中所得国との格差を埋める目的
で、ワクチンを共同で購入し、途
上国に分配する国際的な枠組み。
世界保健機構（WHO）が主導し、
日本や米国を含む180以上の国や
地域が参加している。日本は今ま
で、米国に次ぐ10億ドル（約1,100
億円）の拠出を決めている。

COVAX（コバックス）
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椎名一雄町田市医師会

　20年ぐらい前よりいろんなところで色弱と色覚バリアフリーの講演を

しています。町田市小中養護教諭の総会（330人ぐらいの会でした）で色

弱の子どもについての講演を依頼されて90分間話したのがきっかけで、

その後どんどんオファーが来るようになりました。

　今まで講演したのは、町田市の小中学校（teacherに対して）、学校保

健委員会（teacher、保護者など）、銀行の社員勉強会、製薬会社の勉強会、

町田市職員の各部署から集めた若手職員勉強会、町田市生涯学習セン

ター、鎌倉市教育委員会の依頼で保育園幼稚園小中学校のteacherに、

都立高校の生徒の授業、町田市小中学校の1年生teacherの育成研修会（毎

年）。

　そんな中、全日空のユニバーサルサービス推進チーム（機内や空港のバ

リアフリー化を進めている部署）か

らオファーをいただき、ANAの職

員に色弱と色覚バリアフリーの講演

をしてきました。

　国内線の手荷物検査場に入る時に

チケットなどをかざすと、座席番号

と搭乗順が記載された紙が出てきま

すが、JAL系は白、ANA系はピン

クの紙で、色の違いでJALとANA

の区別をしていたようです。講演の

中で僕が「赤とピンクと緑は絶対に

ダメ」とお話したところ、「どうすれ

ばいいでしょうか？」と聞かれたの

で、「黄色か青に変えるのがいいで

す。色を変えるのが難しい時は、ピ

ンクと字で表示しJALの紙にも白

と字で表示してもらうのがいいで

す」と答えました。

　そうしたら何とその講演の1か月

後にANAの国内線に搭乗した時、紙の色が黄色に変わっていました。対

応の早さに驚かされました。

　この色弱と色覚バリアフリーに関する講演は、今後も続けようと思っ

ています。月火水金土の午前中しか診療していませんので、いつでも声

をかけていただければ講演に行きます。ギャラなどなくても行きます。

　ボケ防止と老化予防には、不特定多数の人の前で講演をするか、恋を

するといいとのことです（ほんとですかねw？）。僕の場合、前者は実行

できていますけれど後者は難しいですねw。町田市医師会の先生で、恋

に関する達人の方がいると思います。御教授のほどよろしくお願いし

ます。

� （町田市医師会報�第553号から抜粋）

ANAのチェックインしたときに出てくる紙の色をピンクから黄色に変えることができました
ふれあいポスト 各地区会報から

降りそそぐ夏� 武蔵野市医師会  藤田光裕
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東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

　
﹁
先
生
に
は
手
術
中
に
怒
ら
れ
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い

ま
す
﹂、
あ
る
集
ま
り
で
一
緒
に
な
っ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

先
生
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。
10
年
以
上
前
に
研
修
医
と

し
て
外
科
を
ロ
ー
テ
イ
ト
し
て
い
た
時
の
こ
と
だ
と
い

う
。
確
か
に
手
術
中
に
注
意
し
た
こ
と
は
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
怒
っ
た
こ
と
は
覚
え
て
い
な
い
。

　

野
村
克
也
監
督
の
名
言
集
の
中
に
﹁
殴
っ
た
方
は
忘

れ
て
い
て
も
、
殴
ら
れ
た
方
は
忘
れ
て
い
な
い
﹂
と
い

う
言
葉
が
あ
る
。
プ
ロ
４
年
目
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
を
獲

得
、
だ
が
翌
年
、
成
績
が
低
迷
。
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
打
て

ず
悩
ん
で
い
る
時
に
、
先
輩
が
ポ
ツ
リ
と
呟
い
た
こ
の

一
言
に
、
頭
を
ハ
ン
マ
ー
で
殴
ら
れ
た
よ
う
な
思
い
だ
っ

た
と
い
う
。
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
た
自
分
は
、
打
っ
た

相
手
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
が
、
打
た
れ
た
相
手
は
決

し
て
忘
れ
ず
、
手
を
尽
く
し
て
向
か
っ
て
き
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

患
者
さ
ん
や
家
族
が
、
あ
の
先
生
や
あ
の
看
護
師
の

一
言
が
、
ど
う
し
て
も
許
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
話
す

の
を
聞
く
こ
と
が
あ
る
。＂
殴
る
＂
と
い
う
ほ
ど
大
げ
さ

な
表
現
は
適
さ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
医
療
者
の
何

気
な
い
一
言
や
態
度
が
、
患
者
さ
ん
や
家
族
に
と
っ
て

は
侵
襲
的
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
ち
ら
は
覚

え
て
い
な
く
て
も
、
患
者
さ
ん
や
家
族
と
の
関
係
に
長

い
間
、
影
を
落
と
す
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

あ
る
地
方
自
治
体
の
首
長
が
、
新
聞
で
謝
罪
の
コ
メ

ン
ト
を
出
し
て
い
る
の
を
見
か
け
た
。
大
学
教
授
よ
り

転
身
し
た
そ
の
首
長
は
、
私
が
大
学
生
の
時
の
臨
床
実

習
の
指
導
教
官
だ
っ
た
。
臨
床
実
習
の
レ
ポ
ー
ト
を
提

出
し
た
時
に
、
レ
ポ
ー
ト
を
一
瞥
し
た
だ
け
で
、
再
提

出
と
突
き
返
さ
れ
た
。
丁
寧
に
書
い
た
も
の
で
内
容
も

自
信
が
あ
っ
た
の
で
納
得
は
で
き
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
そ
の
首
長
は
こ
ん
な
こ
と
は
覚
え
て
い
な
い
だ
ろ
う

が
、
30
年
以
上
た
っ
た
今
で
も
、
ほ
ら
、
覚
え
て
い
る
。

 

（
徳
原 

真
）

感
染
症
豆
知
識

　2020/21のインフルエンザシーズン前には「ツインデミック」な

どという言葉も聞かれたが、結果的にはインフルエンザはほとん

ど報告がなかった。それだけではなく、新型コロナウイルス感染

症（COVID-19）の発生以降、定点医療機関から報告される多くの感

染症の報告数も激減した。そのような中、今年（2021年）3月末あ

たりより九州、沖縄でのRSウイルス感染症（RSV）の増加が目立ち

始め、次第に北上し、5月末には全国的にRSVがみられるようになっ

た。年齢的には0歳児の占める割合がやや低下し、1～2歳児の占

める割合が高い。東京都においては5月中旬より7月下旬現在まで

急上昇している。

　RSVのサーベイランスは迅速抗原診断キットの登場後、保険点

数には収載はされないまま小児科定点医療機関からの報告が2003

年からスタートし、定点医療機関の協力、検査キットの改良、保

険適用の拡大（入院中の患者『3歳未満』→入院中の患者『全年齢』

→入院中の患者『全年齢』＋外来患者『1歳未満、パリビズマブ製剤

投与適用患者』）などから、国内における実態が明らかになってき

たが、小児科定点からの報告なので、入院患者や年長者の動向は

まだ明らかではない。2歳以上のRSVが重症化することは稀であ

るが、乳幼児は肺炎など重症化する可能性がある。中耳炎、無呼吸、

脳炎・脳症、乳幼児突然症候群、気管支喘息との相関などの合併

症もあり、小児科医がヒヤッとする思いをするのは、COVID-19の

小児患者の比ではない。

　通常であれば秋～初冬にかけて乳幼児での流行が見られ、イン

フルエンザと入れ替わるパターンであったRSVであるが、近年流

行開始時期が早まり、そして今年（2021年）は春先～夏季での異例

の流行が見られている。COVID-19あるいはインフルエンザ流行と

の関係の有無を含め、今後の疫学的動向の解析が待たれる。
 （文責：岡部信彦）

無 声 拝 聴 殴られた方は忘れない RSウイルス感染症の急増

詳しい内容、申請方法等はホームページをご覧ください
www.tokyo-ishikokuho.or.jp

特定健診を受けましょう！

医師国保からのお知らせ

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6434（業務課）

○  40歳～74歳の方へ受診券をお送りしますので、是非受診してください。
　 健診費用は組合が全額負担します。
　 従業員や家族への自家健診も可能です。

○  第１種組合員とその配偶者の方は、人間ドック等を受診した際の健診
結果を提出していただきますと、かかった費用の一部を助成します。

　※「特定健診」との併用はできません。

～地域医療を支える皆様の健康が地域の元気を創ります～

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

第451回 国際治療談話会 例会
「医薬品・医療機器開発における薬事規制の動向
 －医薬品医療機器総合機構（PMDA）の役割－」

問
合
先

（公財）日本国際医学協会 事務局
東京都世田谷区上馬1-15-3 MK三軒茶屋ビル3F
TEL：03-5486-0601　FAX：03-5486-0599
E-mail：imsj@imsj.or.jp　URL：https://www.imsj.or.jp/

日時▶9月16日（木） 18時30分～20時30分
形式▶WEB講演
開会挨拶▶石橋健一（（公財）日本国際医学協会 理事長）

司会▶村上貴久（（公財）日本国際医学協会 理事）

〔第1部〕講演Ⅰ「コロナ禍での医療イノベーション推進に向けたPMDAの取り組み」
藤原康弘（独立行政法人医薬品医療機器総合機構 理事長）

講演Ⅱ「医療機器の開発と審査における最近の動向について」山本晴子（独立行政法人医
薬品医療機器総合機構 医務管理監）

〔第2部〕
感想▶「社会保障の制度とヒューマンサービス」河 幹夫（社会福祉法人日本心身障害児協
会 島田療育センター 理事長）

申込方法▶右記QRコードまたは当協会ホームページを
ご覧ください。
視聴▶無料
取得単位▶日医生涯教育制度1単位（CC：7、8）

都医HP・Eメール
■ ホームページアドレス https://www.tokyo.med.or.jp
■ Eメールアドレス jimu@tokyo.med.or.jp

ニッポン放送（AM1242kHz／FM93 .0MHz）朝の番組「飯田浩司のOK！
Cozy up！」内で6時15分頃から5分程度、東京都医師会の役員等が出演して
生活に役立つ健康情報をお届けしています。
過去の放送はすべて番組ホームページまたはポッドキャストから
聴くことができます。
■番組ホームページ
　http://www.1242.com/cozy/
■ポッドキャスト
　https://omny.fm/shows/cozy-up/playlists/doctor

月曜から金曜 あさ6時15分頃から
『モーニングライフアップ今日の早起きドクター』

放送中!
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共催
東 京 都 医 師 会

田 辺 三 菱 製 薬 株 式 会 社
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方

日本医師会生涯教育講座
日 時　令和3年9月16日（木）� 午後２時〜５時

日本医師会生涯教育制度 合計 2 単位
カリキュラムコード　73
日本内科学会認定総合内科専門医更新単位  2 単位

新型コロナウイルス感染防止のため、
事前申込制とさせていただきます。

場 所　東京都医師会館　２階講堂
千代田区神田駿河台 2-5
TEL:03-3294-8821（代表）（ ）

オンライン
同時開催

【申込方法】研修申込システムにて申込
【定　　員】会場開催：100名
　　　　　オンライン開催：100名
【申込締切】9月15日（水）
【問い合わせ先】
東京都医師会 
広報学術情報課
※詳細は都医ホームページを
　ご確認ください
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　令和2年4月より調布市医師会長を拝命し、東京都医師会理事

との兼務となりました。外来と在宅の切れ目ない医療提供を目

指す町医者が医師会執行部に加わり発言することが私の役割で

あると自覚してきましたが、会長ともなればそれだけではすみ

ません。幸いにも地区医師会が有能な理事と事務職に恵まれて

いるため、甘んじて支援をお願いしており、医師会員の先生方

からも大変協力的にご支援をいただきありがたい限りです。ま

た調布市は行政と医師会の連携も良好で、市長をはじめ各担当

部署と意思疎通を図りながら市民に貢献すべく日々努力してお

ります。私といたしましては、同じ課題に都と市の双方の視点

から対峙することができることを大変ありがたく感じていると

ころであります。

　さて、医師会事業の目的は「医道を昂揚し、医学医術の発展普

及と公衆衛生の向上を図るとともに正しい医療の遂行によって

地域社会の保健衛生と福祉の増進を図ること」とされ、調布市医

師会定款の冒頭にも本文が記述されています。医師会活動の目

的は市民と地域への貢献である、という基本理念の下、会長は

各部署を総括し、新たな優先取組課題を決定し全ての責を負わ

ねばなりません。また、各部署の運営は、担当副会長直轄のも

と担当理事がやり甲斐を持って主体的に動けるよう配慮する必

要があると思います。日頃の情報共有は、SNSなども活用して

リアルタイムに部署を超え横断的に行い、派閥を作らず、仲良く、

できれば楽しくやりたいものだと思っております。

　ところで、新型コロナウイルス感染症の猛威は7月中旬の現時

点で衰えることなく、わが国は5回目の危機に瀕し、ワクチン接

種率が低いまま五輪に突入し、さらなる試練に晒されようとし

ています。この一年間の地区医師会活動を振り返れば、発熱外

来の設置と地域住民への広報から始まり、PCRセンターや診療・

検査医療機関の配置、宿泊療養者の医療支援への協力、年末年

始やゴールデンウィーク中の検査および診療体制の構築、急性

期治療からの受け皿の確保、そして現時点での最重要課題であ

るワクチン接種事業、自宅療養者医療支援体制整備など、五月

雨式に新たな取組課題に地域を挙げて挑んできました。五輪に

ついてはようやく無観客での開催となりましたが、わが市は競

技場を抱えているだけに相応な医療負荷がかかることが想定さ

れます。

　また現状十分着手できていない課題として、過度な自粛生活

による認知症やフレイルの悪化に対する予防と対応、医療崩壊

した場合に自宅療養を余儀なくされる中重度感染者への医療提

供体制などがあり、地域ごとの検討が必要であると考えていま

す。随所で述べられていることではありますが、新型コロナウ

イルス感染症の蔓延によって、人類はさまざまな分野で社会的

規範の再考を迫られています。医療界においては、医療資源の

機能配分や地域力向上をはじめ、2040年に向けて山積する都独

自の課題が顕在化しており、我々はこれらの課題に今後スピー

ド感を持って果敢に挑んでいかねばなりません。

　さらに、新型コロナウイルス感染症の蔓延において恐るべき

は、感染症そのものとともに、他罰的な発想から拡散する差別

的思考と、隙間だらけのセーフティーネットから零れ落ちるこ

とで拡大する格差です。足元を見ても同様の兆しは随所に見ら

れます。国民一人ひとりが悩みつつ懸命に戦っています。支え

支えられながら、お互いをリスペクトし高め合いつつ共に戦っ

ていくことが必要かと思います。

　今後も各地区医師会の先生方と情報共有させていただきなが

ら、地域医療の更なる高みを目指して尽力してまいります。引

き続き、ご指導を賜りますよう何卒よろしくお願いいたします。

地区医師会長からの一言
地区医師会員を代表して
調布市医師会長　西田伸一

医師と医師会を結ぶ 情報紙 都医 EWS
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